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12第四部　エネルギー

第
一
章　

銛も
り

で
手
に
入
れ
た
進
歩

　　

一
つ
、
ち
ょ
っ
と
ク
レ
イ
ジ
ー
な
話
を
さ
せ
て
ほ
し
い
。

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
か
つ
て
構
成
し
て
い
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
に
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
と
い
う
油
田
が
あ
る
。

そ
こ
の
油
層
は
、
カ
ス
ピ
海
の
海
底
か
ら
深
さ
三
・
二
㎞
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
い
つ
も
時
速

一
〇
〇
㎞
近
い
風
が
吹
き
荒
れ
、
冬
に
な
る
と
海
氷
が
押
し
寄
せ
る
だ
け
で
な
く
、
風
が
水
し
ぶ
き
を
巻
き
上

げ
、
沖
合
に
あ
る
石
油
生
産
施
設
全
体
が
数
十
㎝
も
の
厚
さ
の
氷
に
覆
わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
間
違
い

な
く
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
操
業
条
件
は
、
世
界
で
最
悪
の
も
の
だ
。

カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
は
、
ほ
か
の
油
田
と
は
違
い
、
上
か
ら
下
ま
で
三
㎞
以
上
も
あ
る
垂
直
の
油
層
だ
。
そ
の

た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
圧
力
レ
ベ
ル
が
大
き
く
異
な
り
、
坑
井
か
ら
爆
発
的
に
原
油
が
噴
出
す
る
こ
と
が
よ
く

あ
る
（
見
る
も
恐
ろ
し
い
光
景
だ
）。
し
か
も
そ
の
原
油
に
は
硫い

お
う黄

が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る
せ
い
で
、
採
取
し

た
の
ち
に
陸
上
で
相
応
の
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
数
㎞
に
及
ぶ
硫
黄
の
層
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
カ

シ
ャ
ガ
ン
油
田
は
間
違
い
な
く
、
技
術
的
に
見
て
世
界
一
厄
介
な
環
境
下
に
あ
る
。

カ
シ
ャ
ガ
ン
か
ら
原
油
を
産
出
す
る
に
は
、
業
界
最
高
の
頭
脳
が
革
新
的
な
技
術
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
こ
の
油
田
特
有
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
開
発
に
あ
た
っ
た
企
業
グ
ル
ー
プ
は
、

一
五
〇
〇
億
ド
ル
以
上
の
資
金
（
当
時
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
額
）
を
投
じ
、
一
四

年
も
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
よ
う
や
く
商
業
生
産
の
開
始
へ
と
こ
ぎ
つ
け
た
。
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
立
ち
上
げ

コ
ス
ト
は
、
間
違
い
な
く
世
界
最
高
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
に
は
、「
カ
シ
ャ
ガ
ン
」
の
本
当
の
発
音
は
「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
・
オ
ー
ル
・
ゴ
ー
ン
（
現
金
が
す
べ
て
飛
ん
で
い
っ
た
）」
だ
と
い
う
ジ
ョ
ー
ク
ま
で
あ
る
。

カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
原
油
は
採
取
・
減
圧
・
処
理
さ
れ
た
の
ち
、
一
六
〇
〇
㎞
以
上
に
及
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
黒
海
に
運
ば
れ
、
ト
ル
コ
海
峡
を
抜
け
て
地
中
海
に
向
か
う
小
型
タ
ン
カ
ー
に
積
み
込
ま
れ
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
の
中
心
地
の
脇
を
抜
け
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
っ
て
紅
海
へ
と
至
る
。
そ
こ
で
長
距
離
用
超
大
型
タ
ン
カ
ー

に
積
み
替
え
ら
れ
、
一
万
三
〇
〇
〇
㎞
の
旅
に
出
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ン
ド
を
通
過
し
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を

通
り
抜
け
、
最
終
目
的
地
の
日
本
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
ベ
ト
ナ
ム
や
中
国
の
沿
岸
を
航
行
す
る
。

こ
れ
は
危
険
な
ル
ー
ト
だ
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
か
つ
て
ソ
連
の
属
領
で
あ
り
、
両
国
の
仲
は
よ
く
な
い
。
ト

ル
コ
は
ロ
シ
ア
を
相
手
に
、
大
規
模
な
も
の
だ
け
で
も
一
一
回
（
も
っ
と
か
？
）
戦
争
を
し
て
お
り
、
こ
の
両

国
の
仲
も
よ
く
な
い
。
ト
ル
コ
と
か
つ
て
そ
の
属
領
だ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
も
仲
が
よ
く
な
い
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
経
済
的
な
競
合
国
と
み
な
し
て
お
り
、
こ
の
両
国
の
仲
も
よ
く
な
い
。
そ
の
後
の
ル
ー
ト

上
に
あ
る
パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
、
中
国
と
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
も
よ
く
な
い
。
そ

れ
に
加
え
て
、
紅
海
や
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
は
海
賊
も
い
る
。
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
か
ら
の
輸
送
ル
ー
ト
は
間
違
い

な
く
、
世
界
で
最
も
リ
ス
ク
が
高
い
（
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
原
油
を
、
東
に
延
び
る
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
ソ
連
時
代

123456789101112131415161718 123456789101112131415161718 p.12

DEC 

１
…
角
原　

２
…　
　
　

３
…　
　
　

４
…　
　
　

校
了
…　
　

「
世
界
の
終
わ
り
」
の
地
政
学
　
下

The End of the World_後半本文_第四部.indd   12The End of the World_後半本文_第四部.indd   12 2024/06/21   19:542024/06/21   19:54

 13 第一章　銛で手に入れた進歩

第
一
章　

銛も
り

で
手
に
入
れ
た
進
歩

　　

一
つ
、
ち
ょ
っ
と
ク
レ
イ
ジ
ー
な
話
を
さ
せ
て
ほ
し
い
。

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
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に
、
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い
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油
田
が
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。
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は
、
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海
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海
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深
さ
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二
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に
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。
こ
の
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域
で
は
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い
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時
速
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近
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風
が
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き
荒
れ
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冬
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と
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氷
が
押
し
寄
せ
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、
風
が
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し
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き
を
巻
き
上

げ
、
沖
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に
あ
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石
油
生
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設
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体
が
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も
の
厚
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氷
に
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る
こ
と
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珍
し
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な
い
。
間
違
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な
く
、
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ガ
ン
油
田
の
操
業
条
件
は
、
世
界
で
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悪
の
も
の
だ
。
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ガ
ン
油
田
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、
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か
の
油
田
と
は
違
い
、
上
か
ら
下
ま
で
三
㎞
以
上
も
あ
る
垂
直
の
油
層
だ
。
そ
の

た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
圧
力
レ
ベ
ル
が
大
き
く
異
な
り
、
坑
井
か
ら
爆
発
的
に
原
油
が
噴
出
す
る
こ
と
が
よ
く

あ
る
（
見
る
も
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し
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光
景
だ
）。
し
か
も
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の
原
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に
は
硫い

お
う黄

が
大
量
に
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ま
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て
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る
せ
い
で
、
採
取
し
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の
ち
に
陸
上
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相
応
の
処
理
を
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け
れ
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、
数
㎞
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黄
の
層
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く
り
出
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い
る
。
カ
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ガ
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油
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違
い
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く
、
技
術
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に
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界
一
厄
介
な
環
境
下
に
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。

カ
シ
ャ
ガ
ン
か
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原
油
を
産
出
す
る
に
は
、
業
界
最
高
の
頭
脳
が
革
新
的
な
技
術
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
こ
の
油
田
特
有
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
開
発
に
あ
た
っ
た
企
業
グ
ル
ー
プ
は
、

一
五
〇
〇
億
ド
ル
以
上
の
資
金
（
当
時
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
額
）
を
投
じ
、
一
四

年
も
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
よ
う
や
く
商
業
生
産
の
開
始
へ
と
こ
ぎ
つ
け
た
。
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
立
ち
上
げ

コ
ス
ト
は
、
間
違
い
な
く
世
界
最
高
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
に
は
、「
カ
シ
ャ
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ン
」
の
本
当
の
発
音
は
「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
・
オ
ー
ル
・
ゴ
ー
ン
（
現
金
が
す
べ
て
飛
ん
で
い
っ
た
）」
だ
と
い
う
ジ
ョ
ー
ク
ま
で
あ
る
。

カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
原
油
は
採
取
・
減
圧
・
処
理
さ
れ
た
の
ち
、
一
六
〇
〇
㎞
以
上
に
及
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
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で
黒
海
に
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ば
れ
、
ト
ル
コ
海
峡
を
抜
け
て
地
中
海
に
向
か
う
小
型
タ
ン
カ
ー
に
積
み
込
ま
れ
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
の
中
心
地
の
脇
を
抜
け
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
っ
て
紅
海
へ
と
至
る
。
そ
こ
で
長
距
離
用
超
大
型
タ
ン
カ
ー

に
積
み
替
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ら
れ
、
一
万
三
〇
〇
〇
㎞
の
旅
に
出
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
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ド
を
通
過
し
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を

通
り
抜
け
、
最
終
目
的
地
の
日
本
に
到
着
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ま
で
に
、
ベ
ト
ナ
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や
中
国
の
沿
岸
を
航
行
す
る
。

こ
れ
は
危
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な
ル
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ト
だ
。
カ
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連
の
属
領
で
あ
り
、
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仲
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よ
く
な
い
。
ト

ル
コ
は
ロ
シ
ア
を
相
手
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？
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お
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仲
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仲
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。
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は
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と
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し
て
お
り
、
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仲
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い
。
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ル
ー
ト

上
に
あ
る
パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
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と
日
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。
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14第四部　エネルギー

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
中
国
極
西
部
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
三
二
〇
〇
㎞
の
距
離
を
経
て
中
国
沿
岸
部
の
人
口
密

集
地
ま
で
送
る
と
い
う
、
懸
念
の
残
る
計
画
も
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
で
は
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
四
〇
度
、
夏
は
四
〇
度
に

な
る
な
ど
、
人
員
も
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り
の
気
温
差
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
が
物
流

の
改
善
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
）。

こ
の
よ
う
に
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
歴
史
や
仕
組
み
、
輸
送
ル
ー
ト
に
つ
い
て
考
え
る
た
び
に
、
私
が
思
う

の
は
た
だ
ひ
と
つ
。
い
っ
た
い
な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
し
て
操
業
す
る
の
か
？

困
難
と
不
可
解
を
極
め
る
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
で
の
採
油
お
よ
び
そ
の
輸
出
ル
ー
ト
の
現
状
に
は
当
惑
せ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
実
際
の
と
こ
ろ
、「
秩
序
」
の
庇
護
が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

例
の
「
秩
序
」
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
国
が
長
期
に
わ
た
っ
て
平
和
や
安
定
、
富
に
恵
ま
れ
た
結
果
、
ほ
か
の
時

代
で
あ
れ
ば
愚
か
だ
と
思
わ
れ
た
よ
う
な
生
産
・
輸
送
シ
ス
テ
ム
が
実
現
し
て
い
る
の
だ
。

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
続
・
か
・
な
・
い
。

日
産
五
〇
万
バ
レ
ル
の
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
も
、
今
後
の
世
界
で
は
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
、

こ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
完
全
崩
壊
を
経
験
す
る
産
油
地
帯
は
こ
こ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
影
響
は
す
さ
ま
じ

い
だ
ろ
う
。
現
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
全
般
、
特
に
石
油
は
、
現
代
の
世
界
と
工
業
化
以
前
の
世
界
と
を
分
け

て
い
る
も
の
だ
。
つ
ま
り
、「
文
明
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
を
隔
て
て
い
る
。

有
史
以
来
六
〇
〇
〇
年
に
わ
た
り
輸
送
の
問
題
が
人
類
の
進
歩
の
足
か
せ
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

石
油
は
ま
さ
に
魔
法
の
よ
う
な
物
質
だ
。
石
油
由
来
の
液
体
輸
送
燃
料
は
、
モ
ノ
を
遠
く
へ
運
ぶ
人
間
の
能
力

を
一
〇
〇
〇
倍
も
向
上
さ
せ
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
利
用
で
き
る
電
気
も
、
石
油
に
よ
り
直
接
・
間
接
的
に
生

み
出
さ
れ
て
い
る
が
、
電
気
の
お
か
げ
で
人
間
の
生
産
性
も
一
〇
〇
〇
倍
に
な
っ
た
。
史
上
初
め
て
人
間
は
、

い
つ
で
も
、
何
で
も
で
き
て
、
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
に
、
史
上
初

め
て
こ
の
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
に
、
時
代
最
強
の
帝
国
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
が
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
家
に
電
線
を
つ
な
げ
ば
、
誰
も
が
低
コ
ス
ト
で
電
気
を
利
用
で
き
る
。
ま
た
ガ
ソ
リ
ン
や
デ

ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
石
油
由
来
の
液
体
燃
料
は
、
木
材
や
石
炭
と
は
違
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
て
保
管
も
容

易
な
た
め
、
文
字
ど
お
り
輸
送
手
段
の
な
か
に

0

0

0

格
納
で
き
る
。

石
油
が
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
秩
序
」
に
チ
ャ
ン
ス
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
乗
用
車

も
存
在
し
な
か
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
食
品
流
通
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
製
造
も
、
現
代
の
医
療
も
、
私
た
ち
が
履

い
て
い
る
靴
も
だ
。
石
油
の
力
が
あ
ま
り
に
も
絶
大
な
の
で
、
地
理
そ
の
も
の
を
ほ
ぼ
無
視
で
き
て
し
ま
う
の
だ
。

た
だ
し
「
ほ
ぼ
」
で
あ
る
。
石
油
は
そ
こ
ま
で
完
璧
で
は
な
い
。
石
油
に
も
制
約
は
あ
る
。
そ
れ
は
技
術
面

で
は
な
く
調
達
地
に
関
す
る
問
題
だ
。
石
油
は
、
必
ず
し
も
便
利
な
場
所
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
工
業
化
の

時
代
全
般
に
わ
た
り
、
石
油
が
存
在
す
る
場
所
か
ら
石
油
を
必
要
と
し
て
い
る
場
所
へ
と
輸
送
す
る
の
は
大
変

な
作
業
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
も
何
ら
珍
し
い
事
例
で
は
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
歴
史
の
始
ま
り
か
ら
説
明
し
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
エ
イ
ハ
ブ
船
長
﹇
一
八
五
一
年

に
刊
行
さ
れ
た
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
小
説
『
白
鯨
』
の
主
人
公
﹈
の
時
代
か
ら
。

▼
近
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
道
│
│
戦
争
、宗
教
、ク
ジ
ラ
、そ
し
て
織
物
?

人
類
が
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る
方
法
は
限
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
広
大
な
土
地
を
征
服
し
、
そ
こ
を
自
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 15 第一章　銛で手に入れた進歩

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
中
国
極
西
部
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
三
二
〇
〇
㎞
の
距
離
を
経
て
中
国
沿
岸
部
の
人
口
密

集
地
ま
で
送
る
と
い
う
、
懸
念
の
残
る
計
画
も
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
で
は
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
四
〇
度
、
夏
は
四
〇
度
に

な
る
な
ど
、
人
員
も
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り
の
気
温
差
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
が
物
流

の
改
善
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
）。

こ
の
よ
う
に
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
の
歴
史
や
仕
組
み
、
輸
送
ル
ー
ト
に
つ
い
て
考
え
る
た
び
に
、
私
が
思
う

の
は
た
だ
ひ
と
つ
。
い
っ
た
い
な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
し
て
操
業
す
る
の
か
？

困
難
と
不
可
解
を
極
め
る
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
で
の
採
油
お
よ
び
そ
の
輸
出
ル
ー
ト
の
現
状
に
は
当
惑
せ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
実
際
の
と
こ
ろ
、「
秩
序
」
の
庇
護
が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

例
の
「
秩
序
」
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
国
が
長
期
に
わ
た
っ
て
平
和
や
安
定
、
富
に
恵
ま
れ
た
結
果
、
ほ
か
の
時

代
で
あ
れ
ば
愚
か
だ
と
思
わ
れ
た
よ
う
な
生
産
・
輸
送
シ
ス
テ
ム
が
実
現
し
て
い
る
の
だ
。

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
続
・
か
・
な
・
い
。

日
産
五
〇
万
バ
レ
ル
の
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
も
、
今
後
の
世
界
で
は
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
、

こ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
完
全
崩
壊
を
経
験
す
る
産
油
地
帯
は
こ
こ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
影
響
は
す
さ
ま
じ

い
だ
ろ
う
。
現
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
全
般
、
特
に
石
油
は
、
現
代
の
世
界
と
工
業
化
以
前
の
世
界
と
を
分
け

て
い
る
も
の
だ
。
つ
ま
り
、「
文
明
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
を
隔
て
て
い
る
。

有
史
以
来
六
〇
〇
〇
年
に
わ
た
り
輸
送
の
問
題
が
人
類
の
進
歩
の
足
か
せ
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

石
油
は
ま
さ
に
魔
法
の
よ
う
な
物
質
だ
。
石
油
由
来
の
液
体
輸
送
燃
料
は
、
モ
ノ
を
遠
く
へ
運
ぶ
人
間
の
能
力

を
一
〇
〇
〇
倍
も
向
上
さ
せ
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
利
用
で
き
る
電
気
も
、
石
油
に
よ
り
直
接
・
間
接
的
に
生

み
出
さ
れ
て
い
る
が
、
電
気
の
お
か
げ
で
人
間
の
生
産
性
も
一
〇
〇
〇
倍
に
な
っ
た
。
史
上
初
め
て
人
間
は
、

い
つ
で
も
、
何
で
も
で
き
て
、
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
に
、
史
上
初

め
て
こ
の
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
に
、
時
代
最
強
の
帝
国
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
が
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
家
に
電
線
を
つ
な
げ
ば
、
誰
も
が
低
コ
ス
ト
で
電
気
を
利
用
で
き
る
。
ま
た
ガ
ソ
リ
ン
や
デ

ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
石
油
由
来
の
液
体
燃
料
は
、
木
材
や
石
炭
と
は
違
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
て
保
管
も
容

易
な
た
め
、
文
字
ど
お
り
輸
送
手
段
の
な
か
に

0

0

0

格
納
で
き
る
。

石
油
が
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
秩
序
」
に
チ
ャ
ン
ス
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
乗
用
車

も
存
在
し
な
か
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
食
品
流
通
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
製
造
も
、
現
代
の
医
療
も
、
私
た
ち
が
履

い
て
い
る
靴
も
だ
。
石
油
の
力
が
あ
ま
り
に
も
絶
大
な
の
で
、
地
理
そ
の
も
の
を
ほ
ぼ
無
視
で
き
て
し
ま
う
の
だ
。

た
だ
し
「
ほ
ぼ
」
で
あ
る
。
石
油
は
そ
こ
ま
で
完
璧
で
は
な
い
。
石
油
に
も
制
約
は
あ
る
。
そ
れ
は
技
術
面

で
は
な
く
調
達
地
に
関
す
る
問
題
だ
。
石
油
は
、
必
ず
し
も
便
利
な
場
所
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
工
業
化
の

時
代
全
般
に
わ
た
り
、
石
油
が
存
在
す
る
場
所
か
ら
石
油
を
必
要
と
し
て
い
る
場
所
へ
と
輸
送
す
る
の
は
大
変

な
作
業
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
も
何
ら
珍
し
い
事
例
で
は
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
歴
史
の
始
ま
り
か
ら
説
明
し
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
エ
イ
ハ
ブ
船
長
﹇
一
八
五
一
年

に
刊
行
さ
れ
た
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
小
説
『
白
鯨
』
の
主
人
公
﹈
の
時
代
か
ら
。

▼
近
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
道
│
│
戦
争
、宗
教
、ク
ジ
ラ
、そ
し
て
織
物
?

人
類
が
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る
方
法
は
限
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
広
大
な
土
地
を
征
服
し
、
そ
こ
を
自
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16第四部　エネルギー

分
の
も
の
に
す
る
方
法
。
も
う
一
つ
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
を
自
分
が
属
す
る
体
制
に
参
加
さ
せ
、
そ

の
集
団
行
動
に
よ
っ
て
政
治
や
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
支
え
る
よ
う
に
す
る
方
法
だ
。
第
三
に
、
夜
の
闇
を

追
い
払
い
、
時
間
と
い
う
何
よ
り
も
希
少
な
必
需
品
を
生
み
出
す
、
と
い
う
手
も
あ
る
。

一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
規
模
か
つ
積
極
的
に
繊
維
工
業
に
取
り
組
ん
で
い
た

が
、
当
時
の
新
型
の
織
機
や
紡
錘
、
ジ
ェ
ニ
ー
紡
績
機
に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
機
械
に
は
、

そ
の
時
代
で
最
も
高
価
か
つ
最
新
の
技
術
が
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
資
産
を
風
雨
か
ら
守
る
こ
と

は
重
要
だ
っ
た
し
、
稼
働
さ
せ
る
際
に
は
、
生
産
物
の
品
質
の
た
め
に
も
、
指
を
切
断
し
な
い
た
め
に
も
、
手

元
が
は
っ
き
り
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
一
度
で
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
、
問
題

に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
天
候
は
、
雨
が
多
く
曇
り
が
ち
だ
。
し
か
も
ロ
ン
ド
ン
は
か
な
り
北
に

位
置
す
る
た
め
、
一
二
月
の
一
日
の
平
均
日
照
時
間
は
、
た
と
え
雨
が
降
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も＊

、
八
時

間
に
も
満
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
紡
績
工
場
の
な
か
は
暗
い
。
だ
が
、
従
来
使
わ
れ
て
い
た
松た

い

明ま
つ

は
毛
糸
や

布
を
汚
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
ろ
う
そ
く
で
は
明
る
さ
が
足
り
な
い
。
そ
の
う
え
、
キ
ャ
ン
プ
好
き
の
人

な
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
綿
花
は
き
わ
め
て
火
が
つ
き
や
す
い
。

解
決
策
は
鯨げ

い

油ゆ

だ
っ
た
。
周
囲
を
汚
さ
ず
、
明
る
く
、
長
く
燃
え
、
ラ
ン
プ
の
な
か
に
簡
単
に
収
ま
る
鯨
油

は
、
従
業
員
の
け
が
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
工
場
で
の
シ
フ
ト
の
数
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
鯨
油
は

た
ち
ま
ち
、
礼
拝
や
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
や
中
流
階
級
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
や
が
て
産
業
革
命
が
始
ま
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
食
料
余
剰
が
生
ま
れ
る
と
、
人
類
は
あ
っ
と
い

う
間
に
活
動
の
場
を
広
げ
、
あ
ら
ゆ
る
空
間
を
埋
め
尽
く
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
礼
拝
や
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ

や
中
流
階
級
の
ア
パ
ー
ト
用
に
、
さ
ら
な
る
鯨
油
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

鯨
油
は
照
明
に
使
わ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
初
期
の
工
業
化
時
代
に
は
、
数
多
く
の
部
品
か
ら
成
る
機
械
が

無
数
に
製
造
さ
れ
た
が
、
部
品
が
摩
擦
で
動
か
な
く
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
（
前
述
の
繊
維
工
業
の
設
備
も
含
め
）。

人
間
に
も
機
械
に
も
害
を
及
ぼ
す
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
の
が
、
潤
滑
材
だ
っ
た
。
ク
ジ
ラ
は
万
能
だ
っ
た
。

照
明
に
も
な
れ
ば
潤
滑
油
に
も
な
り
、
お
ま
け
に
ス
テ
ー
キ
に
も
な
る
。
誰
に
と
っ
て
も
役
に
立
っ
た
。

た
だ
し
、
当
の
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
は
災
難
と
な
っ
た
。

エ
イ
ハ
ブ
船
長
や
彼
の
よ
う
な
男
た
ち
が
指
揮
す
る
捕
鯨
船
の
せ
い
で
、
か
つ
て
数
百
万
頭
は
い
た
こ
の
生

物
の
個
体
数
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
数
万
頭
に
ま
で
減
少
し
た
。
ク
ジ
ラ
が
少
な
く
な
れ
ば
、
鯨
油
も
少
な
く

な
り
、
鯨
油
の
価
格
が
高
騰
し
た
。

解
決
策
は
二
つ
あ
っ
た
。

第
一
の
解
決
策
は
、
石
炭
だ
。
炭
鉱
に
共
通
す
る
危
険
の
一
つ
に
メ
タ
ン
ガ
ス
の
存
在
が
あ
る
。
天
然
ガ
ス
、

石
炭
ガ
ス
、「
牛
の
お
な
ら
」
な
ど
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ガ
ス
状
の
物
質
で
あ
る
。
炭
鉱
労
働
者
は
絶
え
ず
こ

の
ガ
ス
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
炭
の
鉱
脈
を
掘
り
進
ん
で
い
け
ば
、
ガ
ス
が
充
満
し
て
い
る

空く
う

隙げ
き

に
穴
を
開
け
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
窒
息
か
爆
発
が
待
っ
て
い
る
。

だ
が
、
制
御
不
能
に
爆
発
し
か
ね
な
い
物
質
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
物
質
を
制
御
下
で
燃
焼

0

0

0

0

0

0

さ
せ
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
工
業
化
時
代
の
化
学
知
識
を
少
し
取
り
入
れ
る
だ
け
で
、
石
炭
を
処
理
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 17 第一章　銛で手に入れた進歩

分
の
も
の
に
す
る
方
法
。
も
う
一
つ
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
を
自
分
が
属
す
る
体
制
に
参
加
さ
せ
、
そ

の
集
団
行
動
に
よ
っ
て
政
治
や
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
支
え
る
よ
う
に
す
る
方
法
だ
。
第
三
に
、
夜
の
闇
を

追
い
払
い
、
時
間
と
い
う
何
よ
り
も
希
少
な
必
需
品
を
生
み
出
す
、
と
い
う
手
も
あ
る
。

一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
規
模
か
つ
積
極
的
に
繊
維
工
業
に
取
り
組
ん
で
い
た

が
、
当
時
の
新
型
の
織
機
や
紡
錘
、
ジ
ェ
ニ
ー
紡
績
機
に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
機
械
に
は
、

そ
の
時
代
で
最
も
高
価
か
つ
最
新
の
技
術
が
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
資
産
を
風
雨
か
ら
守
る
こ
と

は
重
要
だ
っ
た
し
、
稼
働
さ
せ
る
際
に
は
、
生
産
物
の
品
質
の
た
め
に
も
、
指
を
切
断
し
な
い
た
め
に
も
、
手

元
が
は
っ
き
り
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
一
度
で
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
、
問
題

に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
天
候
は
、
雨
が
多
く
曇
り
が
ち
だ
。
し
か
も
ロ
ン
ド
ン
は
か
な
り
北
に

位
置
す
る
た
め
、
一
二
月
の
一
日
の
平
均
日
照
時
間
は
、
た
と
え
雨
が
降
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も＊

、
八
時

間
に
も
満
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
紡
績
工
場
の
な
か
は
暗
い
。
だ
が
、
従
来
使
わ
れ
て
い
た
松た

い

明ま
つ

は
毛
糸
や

布
を
汚
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
ろ
う
そ
く
で
は
明
る
さ
が
足
り
な
い
。
そ
の
う
え
、
キ
ャ
ン
プ
好
き
の
人

な
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
綿
花
は
き
わ
め
て
火
が
つ
き
や
す
い
。

解
決
策
は
鯨げ

い

油ゆ

だ
っ
た
。
周
囲
を
汚
さ
ず
、
明
る
く
、
長
く
燃
え
、
ラ
ン
プ
の
な
か
に
簡
単
に
収
ま
る
鯨
油

は
、
従
業
員
の
け
が
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
工
場
で
の
シ
フ
ト
の
数
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
鯨
油
は

た
ち
ま
ち
、
礼
拝
や
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
や
中
流
階
級
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
や
が
て
産
業
革
命
が
始
ま
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
食
料
余
剰
が
生
ま
れ
る
と
、
人
類
は
あ
っ
と
い

う
間
に
活
動
の
場
を
広
げ
、
あ
ら
ゆ
る
空
間
を
埋
め
尽
く
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
礼
拝
や
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ

や
中
流
階
級
の
ア
パ
ー
ト
用
に
、
さ
ら
な
る
鯨
油
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

鯨
油
は
照
明
に
使
わ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
初
期
の
工
業
化
時
代
に
は
、
数
多
く
の
部
品
か
ら
成
る
機
械
が

無
数
に
製
造
さ
れ
た
が
、
部
品
が
摩
擦
で
動
か
な
く
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
（
前
述
の
繊
維
工
業
の
設
備
も
含
め
）。

人
間
に
も
機
械
に
も
害
を
及
ぼ
す
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
の
が
、
潤
滑
材
だ
っ
た
。
ク
ジ
ラ
は
万
能
だ
っ
た
。

照
明
に
も
な
れ
ば
潤
滑
油
に
も
な
り
、
お
ま
け
に
ス
テ
ー
キ
に
も
な
る
。
誰
に
と
っ
て
も
役
に
立
っ
た
。

た
だ
し
、
当
の
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
は
災
難
と
な
っ
た
。

エ
イ
ハ
ブ
船
長
や
彼
の
よ
う
な
男
た
ち
が
指
揮
す
る
捕
鯨
船
の
せ
い
で
、
か
つ
て
数
百
万
頭
は
い
た
こ
の
生

物
の
個
体
数
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
数
万
頭
に
ま
で
減
少
し
た
。
ク
ジ
ラ
が
少
な
く
な
れ
ば
、
鯨
油
も
少
な
く

な
り
、
鯨
油
の
価
格
が
高
騰
し
た
。

解
決
策
は
二
つ
あ
っ
た
。

第
一
の
解
決
策
は
、
石
炭
だ
。
炭
鉱
に
共
通
す
る
危
険
の
一
つ
に
メ
タ
ン
ガ
ス
の
存
在
が
あ
る
。
天
然
ガ
ス
、

石
炭
ガ
ス
、「
牛
の
お
な
ら
」
な
ど
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ガ
ス
状
の
物
質
で
あ
る
。
炭
鉱
労
働
者
は
絶
え
ず
こ

の
ガ
ス
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
炭
の
鉱
脈
を
掘
り
進
ん
で
い
け
ば
、
ガ
ス
が
充
満
し
て
い
る

空く
う

隙げ
き

に
穴
を
開
け
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
窒
息
か
爆
発
が
待
っ
て
い
る
。

だ
が
、
制
御
不
能
に
爆
発
し
か
ね
な
い
物
質
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
物
質
を
制
御
下
で
燃
焼

0

0

0

0

0

0

さ
せ
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
工
業
化
時
代
の
化
学
知
識
を
少
し
取
り
入
れ
る
だ
け
で
、
石
炭
を
処
理

＊
　
そ
し
て
雨
は
い
つ
も
降
っ
て
い
る
。
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18第四部　エネルギー

し
て
必
要
な
分
だ
け
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
成
す
る
方
法
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
を
パ
イ
プ
で
街
灯
（
や
繊
維
工
場
）

に
送
り
、
照
明
に
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
や
ア
メ
リ
カ
北
東
部
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
種
の

照
明
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。

こ
れ
よ
り
も
広
く
普
及
し
た
の
が
、
第
二
の
解
決
策
で
あ
る
灯
油
だ
。
石
炭
ガ
ス
と
は
違
い
、
灯
油
は
爆
発

の
危
険
が
な
く
、
石
炭
供
給
地
の
近
く
で
な
く
と
も
使
用
で
き
、
イ
ン
フ
ラ
を
設
置
す
る
必
要
も
な
い
。
ラ
ン

プ
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
い
い
。

初
期
の
灯
油
は
石
炭
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
蒸
留
プ
ロ
セ
ス
は
き
わ
め
て
コ
ス
ト
が
か
か
る
う
え

に
危
険
だ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
気
性
が
荒
く
好
色
な
前
科
者
た
ち
の
一
団
を
連
れ
て
帆
船
に
乗
り
込
み
、

地
球
の
反
対
側
ま
で
出
か
け
て
巨
大
な
ク
ジ
ラ
と
戦
い
、
仕
留
め
た
獲
物
の
中
身
を
取
り
出
し
て
煮
込
み
な
が

ら
持
ち
帰
る
作
業
の
ほ
う
が
ま
だ
ま
し
だ
っ
た
。
だ
が
、
一
八
五
〇
年
代
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

ほ
ぼ
同
時
に
新
た
な
技
術
が
開
発
さ
れ
た
。
当
時
「
石
の
油
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
物
質
か
ら
安
価
に
、
迅
速
に
、

安
全
に
灯
油
を
精
製
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。
今
日
で
は
「
原
油
」
ま
た
は
「
石
油
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
原
油
の
調
達
が
始
ま
っ
た
。
人
類
は
古
代
以
来
、
原
油
が
地
上
に
浸
み
出
し
て
「
た
ま
り
」
に
な

っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
は
、
そ
の
原
油
を
使
っ
た
「
ギ
リ
シ
ャ
の

炎
」
と
呼
ば
れ
る
焼し

よ
う

夷い

兵
器
を
敵
に
見
舞
っ
て
い
た
。
火
を
奉
じ
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
、
火
が
消
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
と
、
こ
の
原
油
だ
ま
り
に
火
を
つ
け
て
い
た
。
だ
が
問
題
は
、
そ
の
原
油
だ
ま
り
の
規
模
に

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
原
油
だ
ま
り
で
は
、
一
日
に
数
Ｌ
し
か
生
産
で
き
な
い
。
人
類
に
は
そ
の
一
〇
〇
万
倍
、

い
や
一
〇
億
倍
の
原
油
が
必
要
だ
っ
た
。

や
が
て
そ
の
解
決
策
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
湧
き
出
て
き
た
。
一
八
五
八
年
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ド
レ
イ
ク
と
い

う
人
物
が
鉄
道
機
関
車
の
部
品
を
応
用
し
て
垂
直
掘
削
機
を
開
発
し
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
タ
イ
タ
ス
ビ
ル
郊

外
で
掘
削
を
行
な
っ
た
。
す
る
と
そ
れ
か
ら
数
週
間
も
し
な
い
う
ち
に
、
そ
の
世
界
初
の
油
井
は
、
ほ
と
ん
ど

の
原
油
だ
ま
り
が
一
年
間
か
け
て
生
み
出
す
以
上
の
原
油
を
数
時
間
で
生
み
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら

わ
ず
か
数
年
の
う
ち
に
灯
油
が
安
価
に
な
り
、
容
易
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
照
明
市
場
か
ら
も

潤
滑
油
市
場
か
ら
も
鯨
油
は
ほ
ぼ
姿
を
消
し
た
。

や
が
て
真
の
奇
跡
が
到
来
し
た
。
人
間
は
、
つ
い
最
近
石
炭
を
い
じ
っ
て
得
た
ば
か
り
の
材
料
科
学
の
知
見

を
、
こ
の
新
た
な
石
油
の
世
界
に
応
用
し
た
。
す
る
と
間
も
な
く
、
鯨
油
に
代
わ
る
灯
油
に
加
え
、
風
力
に
代

わ
る
燃
料
油
、
馬
力
に
代
わ
る
ガ
ソ
リ
ン
が
生
ま
れ
た＊

。
石
油
は
も
は
や
、
夜
の
闇
を
追
い
払
い
、
機
械
の
動

き
を
滑
ら
か
に
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
だ
け
の
商
品
で
は
な
く
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
材
料

と
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
石
油
は
単
に
必
要
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
必
要
に
な
っ
た
の

だ
！必

要
な
も
の
が
あ
る
と
き
、
あ
な
た
は
ど
こ
を
探
す
？　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
最
後
に
見
た
場
所
だ
。
当
時

の
列
強
は
地
球
の
全
域
で
、
古
代
以
来
各
地
の
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
有
名
な
原
油
だ
ま
り
の
探
索
を
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 19 第一章　銛で手に入れた進歩

し
て
必
要
な
分
だ
け
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
成
す
る
方
法
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
を
パ
イ
プ
で
街
灯
（
や
繊
維
工
場
）

に
送
り
、
照
明
に
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
や
ア
メ
リ
カ
北
東
部
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
種
の

照
明
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。

こ
れ
よ
り
も
広
く
普
及
し
た
の
が
、
第
二
の
解
決
策
で
あ
る
灯
油
だ
。
石
炭
ガ
ス
と
は
違
い
、
灯
油
は
爆
発

の
危
険
が
な
く
、
石
炭
供
給
地
の
近
く
で
な
く
と
も
使
用
で
き
、
イ
ン
フ
ラ
を
設
置
す
る
必
要
も
な
い
。
ラ
ン

プ
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
い
い
。

初
期
の
灯
油
は
石
炭
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
蒸
留
プ
ロ
セ
ス
は
き
わ
め
て
コ
ス
ト
が
か
か
る
う
え

に
危
険
だ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
気
性
が
荒
く
好
色
な
前
科
者
た
ち
の
一
団
を
連
れ
て
帆
船
に
乗
り
込
み
、

地
球
の
反
対
側
ま
で
出
か
け
て
巨
大
な
ク
ジ
ラ
と
戦
い
、
仕
留
め
た
獲
物
の
中
身
を
取
り
出
し
て
煮
込
み
な
が

ら
持
ち
帰
る
作
業
の
ほ
う
が
ま
だ
ま
し
だ
っ
た
。
だ
が
、
一
八
五
〇
年
代
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

ほ
ぼ
同
時
に
新
た
な
技
術
が
開
発
さ
れ
た
。
当
時
「
石
の
油
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
物
質
か
ら
安
価
に
、
迅
速
に
、

安
全
に
灯
油
を
精
製
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。
今
日
で
は
「
原
油
」
ま
た
は
「
石
油
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
原
油
の
調
達
が
始
ま
っ
た
。
人
類
は
古
代
以
来
、
原
油
が
地
上
に
浸
み
出
し
て
「
た
ま
り
」
に
な

っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
は
、
そ
の
原
油
を
使
っ
た
「
ギ
リ
シ
ャ
の

炎
」
と
呼
ば
れ
る
焼し

よ
う

夷い

兵
器
を
敵
に
見
舞
っ
て
い
た
。
火
を
奉
じ
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
、
火
が
消
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
と
、
こ
の
原
油
だ
ま
り
に
火
を
つ
け
て
い
た
。
だ
が
問
題
は
、
そ
の
原
油
だ
ま
り
の
規
模
に

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
原
油
だ
ま
り
で
は
、
一
日
に
数
Ｌ
し
か
生
産
で
き
な
い
。
人
類
に
は
そ
の
一
〇
〇
万
倍
、

い
や
一
〇
億
倍
の
原
油
が
必
要
だ
っ
た
。

や
が
て
そ
の
解
決
策
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
湧
き
出
て
き
た
。
一
八
五
八
年
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ド
レ
イ
ク
と
い

う
人
物
が
鉄
道
機
関
車
の
部
品
を
応
用
し
て
垂
直
掘
削
機
を
開
発
し
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
タ
イ
タ
ス
ビ
ル
郊

外
で
掘
削
を
行
な
っ
た
。
す
る
と
そ
れ
か
ら
数
週
間
も
し
な
い
う
ち
に
、
そ
の
世
界
初
の
油
井
は
、
ほ
と
ん
ど

の
原
油
だ
ま
り
が
一
年
間
か
け
て
生
み
出
す
以
上
の
原
油
を
数
時
間
で
生
み
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら

わ
ず
か
数
年
の
う
ち
に
灯
油
が
安
価
に
な
り
、
容
易
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
照
明
市
場
か
ら
も

潤
滑
油
市
場
か
ら
も
鯨
油
は
ほ
ぼ
姿
を
消
し
た
。

や
が
て
真
の
奇
跡
が
到
来
し
た
。
人
間
は
、
つ
い
最
近
石
炭
を
い
じ
っ
て
得
た
ば
か
り
の
材
料
科
学
の
知
見

を
、
こ
の
新
た
な
石
油
の
世
界
に
応
用
し
た
。
す
る
と
間
も
な
く
、
鯨
油
に
代
わ
る
灯
油
に
加
え
、
風
力
に
代

わ
る
燃
料
油
、
馬
力
に
代
わ
る
ガ
ソ
リ
ン
が
生
ま
れ
た＊

。
石
油
は
も
は
や
、
夜
の
闇
を
追
い
払
い
、
機
械
の
動

き
を
滑
ら
か
に
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
だ
け
の
商
品
で
は
な
く
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
材
料

と
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
石
油
は
単
に
必
要
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
必
要
に
な
っ
た
の

だ
！必

要
な
も
の
が
あ
る
と
き
、
あ
な
た
は
ど
こ
を
探
す
？　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
最
後
に
見
た
場
所
だ
。
当
時

の
列
強
は
地
球
の
全
域
で
、
古
代
以
来
各
地
の
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
有
名
な
原
油
だ
ま
り
の
探
索
を

＊　
「
間
も
な
く
」
と
い
う
の
は
比
較
的
す
ぐ
に
、
と
い
う
意
味
だ
。
鯨
油
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
が
あ
り
、石
油
が
鯨
油
を
完
全
に
駆
逐

す
る
ま
で
に
は
七
〇
年
近
い
歳
月
が
か
か
っ
た
。
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20第四部　エネルギー

始
め
た
。
そ
こ
か
ら
タ
ー
ル
を
掘
削
し
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
当
時
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
が
暮
ら
し
て
い
た

土
地
（
現
在
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
）
の
北
部
に
あ
っ
た
原
油
だ
ま
り
は
ロ
シ
ア
の
手
中
に
あ
り
、
南
部
の
原

油
だ
ま
り
は
ペ
ル
シ
ャ
の
領
内
に
あ
っ
た
が
、
結
局
は
イ
ギ
リ
ス
が
そ
れ
ら
の
土
地
を
支
配
下
に
収
め
た
。
オ

ラ
ン
ダ
は
ジ
ャ
ワ
島
の
原
油
だ
ま
り
に
帝
国
の
権
力
を
振
り
か
ざ
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

や
ア
パ
ラ
チ
ア
盆
地
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
広
い
オ
ハ
イ
オ
川
流
域
や
テ
キ
サ
ス
州
に
も
原
油
だ
ま
り
を
有
し

て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
の
帝
国
間
競
争
の
荒
波
の
な
か
で
は
、
こ
う
し
た
産
油
地
の
支
配
が

き
わ
め
て
重
要
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
強
国
に
な
る
か
衰
退
す
る
か
の
分
か
れ
道
と
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

こ
の
石
油
時
代
最
初
の
数
十
年
間
の
特
徴
は
き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
い
。
石
油
を
手
に
入
れ
た
国
は
驚
異
的

な
速
度
、
範
囲
、
力
を
備
え
た
現
代
的
な
軍
事
装
備
を
展
開
で
き
る
が
、
石
油
を
獲
得
で
き
な
け
れ
ば
、
相
変

わ
ら
ず
の
馬
頼
み
と
な
る
。
こ
う
し
て
石
油
産
出
の
現
場
は
、
何
よ
り
も
死
守
す
べ
き
場
所
と
な
っ
た
。
ま
た
、

ど
の
国
も
石
油
を
自
国
の
企
業
に
貯
蔵
さ
せ
た
。

こ
の
最
後
の
点
は
重
要
だ
っ
た
。
各
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
手
の
石
油
会
社
を
持
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
は

フ
ラ
ン
ス
石
油
会
社
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
ン
石
油
会
社
、
ア
メ
リ
カ
に
は
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
・
オ
イ
ル
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る＊

。
こ
れ
ら
の
会
社
の
第
一
の
目
的
は
、
自
国
の
戦
線
や
銃
後
に
燃
料
を
供

給
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
輸
出
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
海
外
領
土
で
産
出
し
た
石
油
は
本

国
へ
輸
送
さ
れ
、
ど
の
国
も
独
自
の
価
格
体
系
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
分
断
さ
れ
た
帝
国
の

市
場
間
で
は
、
価
格
に
三
倍
以
上
の
開
き
が
出
る
こ
と
も
普
通
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
必
要
な
石
油
を
す
べ
て

自
国
で
産
出
し
て
お
り
、
遠
隔
地
か
ら
石
油
を
輸
送
す
る
商
船
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
石
油
の
価
格
は

ほ
ぼ
常
に
世
界
最
低
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。

石
油
関
連
技
術
の
発
展
お
よ
び
石
油
供
給
の
重
要
性
の
高
ま
り
を
受
け
た
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
人
類
史

上
前
例
の
な
い
ほ
ど
、
資
源
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
か
つ
て
帝
国
が
胡こ

椒し
よ
う

を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
の
は
、
胡
椒
を
売
れ
ば
利
益
に
な
る
か
ら
だ
っ
た
。
だ
が
今
回
、
帝
国
が
石
油
を
め

ぐ
っ
て
争
っ
た
の
は
、
石
油
な
し
で
は
戦
争
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
日
本
は
一
九
四
二
年
に
ジ
ャ
ワ
島
の
占
拠

に
成
功
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
石
油
資
源
を
獲
得
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
執し

つ

拗よ
う

な
水
中
戦
を
展
開
し
、
一
九
四
四
年

末
に
は
日
本
軍
の
燃
料
を
枯
渇
さ
せ
た
。
一
方
ド
イ
ツ
は
、
ソ
連
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
あ
る
、
か
つ
て
の

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
資
産
を
手
に
入
れ
よ
う
と
決
死
の
遠
征
を
試
み
た
が
、
一
九
四
二
〜
四
三
年
の
冬
に
ス

タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
撃
退
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
四
三
年
八
月
に
は
ア
メ
リ
カ
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
油
田
を
爆

撃
し
、
ナ
チ
ス
の
燃
料
獲
得
を
阻
止
し
た
。

ひ
る
が
え
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
石
油
調
達
源
を
見
れ
ば
、
脆ぜ

い

弱じ
や
く

な
供
給
ラ
イ
ン
の
先
に
あ
る
、
は
る
か
遠
く

の
土
地
で
は
な
く
、
自
国
の
本
土
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
規
模
な
燃
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
ば
か
り
か
、
同
盟
国
の
イ
ギ
リ
ス
や
ソ
連
に
燃
料
を
供
給
す
る
こ
と
さ
え
で
き
た
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

や
テ
キ
サ
ス
州
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
戦
争
が
ま
っ
た
く
別
の
終
わ
り
方
を
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
が
世
界
を
再
編
し
た
こ
と
で
、
す
べ
て
が
一
変
し
た
。
石
油
も
例

外
で
は
な
い
。
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 21 第一章　銛で手に入れた進歩

始
め
た
。
そ
こ
か
ら
タ
ー
ル
を
掘
削
し
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
当
時
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
が
暮
ら
し
て
い
た

土
地
（
現
在
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
）
の
北
部
に
あ
っ
た
原
油
だ
ま
り
は
ロ
シ
ア
の
手
中
に
あ
り
、
南
部
の
原

油
だ
ま
り
は
ペ
ル
シ
ャ
の
領
内
に
あ
っ
た
が
、
結
局
は
イ
ギ
リ
ス
が
そ
れ
ら
の
土
地
を
支
配
下
に
収
め
た
。
オ

ラ
ン
ダ
は
ジ
ャ
ワ
島
の
原
油
だ
ま
り
に
帝
国
の
権
力
を
振
り
か
ざ
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

や
ア
パ
ラ
チ
ア
盆
地
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
広
い
オ
ハ
イ
オ
川
流
域
や
テ
キ
サ
ス
州
に
も
原
油
だ
ま
り
を
有
し

て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
の
帝
国
間
競
争
の
荒
波
の
な
か
で
は
、
こ
う
し
た
産
油
地
の
支
配
が

き
わ
め
て
重
要
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
強
国
に
な
る
か
衰
退
す
る
か
の
分
か
れ
道
と
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

こ
の
石
油
時
代
最
初
の
数
十
年
間
の
特
徴
は
き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
い
。
石
油
を
手
に
入
れ
た
国
は
驚
異
的

な
速
度
、
範
囲
、
力
を
備
え
た
現
代
的
な
軍
事
装
備
を
展
開
で
き
る
が
、
石
油
を
獲
得
で
き
な
け
れ
ば
、
相
変

わ
ら
ず
の
馬
頼
み
と
な
る
。
こ
う
し
て
石
油
産
出
の
現
場
は
、
何
よ
り
も
死
守
す
べ
き
場
所
と
な
っ
た
。
ま
た
、

ど
の
国
も
石
油
を
自
国
の
企
業
に
貯
蔵
さ
せ
た
。

こ
の
最
後
の
点
は
重
要
だ
っ
た
。
各
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
手
の
石
油
会
社
を
持
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
は

フ
ラ
ン
ス
石
油
会
社
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
ン
石
油
会
社
、
ア
メ
リ
カ
に
は
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
・
オ
イ
ル
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る＊

。
こ
れ
ら
の
会
社
の
第
一
の
目
的
は
、
自
国
の
戦
線
や
銃
後
に
燃
料
を
供

給
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
輸
出
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
海
外
領
土
で
産
出
し
た
石
油
は
本

国
へ
輸
送
さ
れ
、
ど
の
国
も
独
自
の
価
格
体
系
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
分
断
さ
れ
た
帝
国
の

市
場
間
で
は
、
価
格
に
三
倍
以
上
の
開
き
が
出
る
こ
と
も
普
通
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
必
要
な
石
油
を
す
べ
て

自
国
で
産
出
し
て
お
り
、
遠
隔
地
か
ら
石
油
を
輸
送
す
る
商
船
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
石
油
の
価
格
は

ほ
ぼ
常
に
世
界
最
低
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。

石
油
関
連
技
術
の
発
展
お
よ
び
石
油
供
給
の
重
要
性
の
高
ま
り
を
受
け
た
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
人
類
史

上
前
例
の
な
い
ほ
ど
、
資
源
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
か
つ
て
帝
国
が
胡こ

椒し
よ
う

を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
の
は
、
胡
椒
を
売
れ
ば
利
益
に
な
る
か
ら
だ
っ
た
。
だ
が
今
回
、
帝
国
が
石
油
を
め

ぐ
っ
て
争
っ
た
の
は
、
石
油
な
し
で
は
戦
争
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
日
本
は
一
九
四
二
年
に
ジ
ャ
ワ
島
の
占
拠

に
成
功
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
石
油
資
源
を
獲
得
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
執し

つ

拗よ
う

な
水
中
戦
を
展
開
し
、
一
九
四
四
年

末
に
は
日
本
軍
の
燃
料
を
枯
渇
さ
せ
た
。
一
方
ド
イ
ツ
は
、
ソ
連
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
あ
る
、
か
つ
て
の

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
資
産
を
手
に
入
れ
よ
う
と
決
死
の
遠
征
を
試
み
た
が
、
一
九
四
二
〜
四
三
年
の
冬
に
ス

タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
撃
退
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
四
三
年
八
月
に
は
ア
メ
リ
カ
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
油
田
を
爆

撃
し
、
ナ
チ
ス
の
燃
料
獲
得
を
阻
止
し
た
。

ひ
る
が
え
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
石
油
調
達
源
を
見
れ
ば
、
脆ぜ

い

弱じ
や
く

な
供
給
ラ
イ
ン
の
先
に
あ
る
、
は
る
か
遠
く

の
土
地
で
は
な
く
、
自
国
の
本
土
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
規
模
な
燃
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
ば
か
り
か
、
同
盟
国
の
イ
ギ
リ
ス
や
ソ
連
に
燃
料
を
供
給
す
る
こ
と
さ
え
で
き
た
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

や
テ
キ
サ
ス
州
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
戦
争
が
ま
っ
た
く
別
の
終
わ
り
方
を
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
が
世
界
を
再
編
し
た
こ
と
で
、
す
べ
て
が
一
変
し
た
。
石
油
も
例

外
で
は
な
い
。

＊　

現
在
の
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
ト
タ
ル
、
Ｂ
Ｐ
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
で
あ
る
。
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